
(57)【要約】

【課題】薄暗い手術室内での取扱いに優れた超音波内視

鏡用処置具を提供すること。

【解決手段】穿刺針１０はシース１１と、把持部を兼ね

る操作部１２と、シース１１内に進退自在に配置される

先端を鋭利な形状に形成した針管１３とで主に構成され

ている。操作部１２は、樹脂部材で形成した操作部本体

１５と、この操作部本体１５に対して摺動自在に設けら

れた樹脂部材で形成したスライダ１６と、このスライダ

１６の操作部本体１５に対する摺動距離を測定結果に応

じて所望の値に設定可能にするストッパ１７とで主に構

成されている。ストッパ１７には操作部本体１５に対し

て摺動自在に配置される例えば樹脂製のストッパ部材１

７ａを備えている。シース１１、ストッパ部材１７ａ及

びスタイレットつまみ１４ａを、蓄光性夜光顔料を混入

した樹脂部材で形成している。針管１３の先端部所定位

置表面には蓄光性夜光顔料を使用した夜光塗料が塗布し

てある。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 内 視 鏡 に 設 け ら れ て い る 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ れ て 体 腔 内 に 導 入 さ れ る 超
音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、
前 記 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 の 所 定 部 位 に 発 光 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡
用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 発 光 手 段 は 蓄 光 性 夜 光 顔 料 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 用
処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 介 し て 体 腔 内 に 導 入 さ れ る 超 音 波 内 視
鏡 用 処 置 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 体 腔 内 の 患 部 を 検 査 診 断 す る た め 、 内 視 鏡 や 、 超 音 波 内 視 鏡 が 使 用 さ れ て い る
。 こ の 超 音 波 内 視 鏡 で は 、 例 え ば 体 腔 壁 表 面 を と ら え た 内 視 鏡 画 像 に 加 え て 、 こ の 体 腔 壁
よ り 内 部 の 断 層 像 で あ る 超 音 波 画 像 が 得 ら れ る 。 そ し て 、 体 腔 内 を 内 視 鏡 画 像 で 観 察 し な
が ら 、 穿 刺 針 を 用 い て 胃 や 十 二 指 腸 の 消 化 管 壁 等 か ら 、 超 音 波 画 像 で 観 察 し た 膵 臓 、 肝 臓
、 腎 臓 等 の 深 部 臓 器 の 目 的 部 位 に 穿 刺 針 を 穿 刺 す る こ と に よ っ て 、 体 腔 内 組 織 の 採 取 や 体
液 の 採 取 を 行 え る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
前 記 超 音 波 内 視 鏡 を 用 い て 超 音 波 診 断 を 行 う 場 合 、 内 視 鏡 画 像 を 内 視 鏡 観 察 用 の 表 示 装 置
の 画 面 上 に 表 示 さ せ る 一 方 で 、 超 音 波 画 像 を 起 音 波 観 察 用 の 表 示 装 置 の 画 面 上 に 表 示 さ せ
る 。 こ の よ う に 表 示 装 置 の 画 面 上 に 内 視 鏡 画 像 或 い は 超 音 波 画 像 を 表 示 さ せ て 観 察 を 行 う
際 、 内 視 鏡 画 像 に 比 べ て 暗 く 表 示 さ れ る 超 音 波 画 像 を よ り 見 易 く す る た め に 手 術 室 内 を 薄
暗 く し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 手 術 室 内 が 薄 暗 い こ と に よ っ て 、 術 中 に 内 視 鏡 処 置 具 の 受 渡 し に 手 間 取 っ
た り 、 受 け 取 っ た 穿 刺 針 を 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 導 入 す る 際 に 穿 刺 針 の 先 端 位 置 の 把 握
を 容 易 に 行 え な い 等 の 不 都 合 が 生 じ る 。 こ の た め 、 術 者 に よ っ て は 、 手 術 室 内 を 明 る く し
て 取 り 扱 い 性 を 優 先 さ せ る た め 、 観 察 画 像 の 見 易 さ が 犠 牲 に な る と い う 不 具 合 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 観 察 画 像 の 見 易 い 薄 暗 い 手 術 室 内 で の 取
扱 い に 優 れ た 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 超 音 波 内 視 鏡 に 設 け ら れ て い る 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル
に 挿 通 さ れ て 体 腔 内 に 導 入 さ れ る 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 で あ っ て 、
前 記 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 の 所 定 部 位 に 発 光 手 段 を 設 け て い る 。 そ し て 、 こ の 発 光 手 段 は
、 蓄 光 性 夜 光 顔 料 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ れ ら の 構 成 に よ れ ば 、 手 術 を 開 始 す る 際 に 手 術 室 内 を 薄 暗 く す る と 、 超 音 波 内 視 鏡 用 処
置 具 の 所 定 部 位 に 設 け ら れ た 蓄 光 性 夜 光 顔 料 が 発 光 し て 、 薄 暗 い 手 術 室 で も 容 易 に 超 音 波
内 視 鏡 用 処 置 具 の 所 定 部 位 の 視 認 を 行 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
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図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 り 、 図 １ は 超 音 波 内 視 鏡 及 び 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置
具 を 説 明 す る 図 、 図 ２ は 穿 刺 針 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ に 示 す よ う に 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 （ 以 下 、 超 音 波 処 置 具 と 略 記 す る ） １ は 、 超 音 波
内 視 鏡 ２ の 図 示 し な い 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 介 し て 体 腔 内 に 導 か れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 超 音 波 内 視 鏡 ２ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 の 挿 入 部 ３ と 、 こ の 挿 入 部 ３ の 基 端 部 に
設 け ら れ た 操 作 部 ４ と 、 こ の 操 作 部 ４ の 基 端 面 に 配 置 し た 接 眼 部 ５ と 、 前 記 操 作 部 ４ か ら
延 出 す る ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ６ と 、 こ の ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ６ の 基 端 部 に 設 け ら れ た コ ネ
ク タ ７ と で 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 操 作 部 ４ の 挿 入 部 ３ 側 に は 例 え ば 前 記 超 音 波 処 置 具 １ な ど を 挿 入 す る 処 置 具 挿 通 チ ャ
ン ネ ル の 導 入 口 に な る 処 置 具 挿 入 口 ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 処 置 具 挿 入 口 ８ は 、 挿 入 部
先 端 部 ３ ａ に 形 成 さ れ て い る 処 置 具 導 出 口 ９ に 挿 入 部 ３ 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 図 示 し な い 処
置 具 挿 通 用 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ を 介 し て 連 通 し て い る 。 し た が っ て 、 前 記 処 置 具 挿 入 口 ８
か ら 超 音 波 処 置 具 １ を 挿 入 し て い く こ と に よ っ て 、 処 置 具 導 出 口 ９ か ら 超 音 波 処 置 具 １ の
先 端 が 導 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 の 超 音 波 処 置 具 は 例 え ば 穿 刺 針 １ ０ で あ る 。 こ の 穿 刺 針 １ ０
は 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 入 さ れ る シ ー ス １ １ と 、 こ の シ ー ス １ １ の 端 部 に 配 置 さ れ
た 把 持 部 を 兼 ね る 操 作 部 １ ２ と 、 こ の 操 作 部 １ ２ を 介 し て 前 記 シ ー ス １ １ 内 に 進 退 自 在 に
挿 通 配 置 さ れ る 先 端 部 が 鋭 利 な 形 状 に 形 成 さ れ た 細 長 で 薄 肉 の 例 え ば ス テ ン レ ス パ イ プ で
形 成 さ れ た 針 管 １ ３ と で 主 に 構 成 さ れ て お り 、 こ の 針 管 １ ３ 内 に は 先 端 を 鋭 利 な 形 状 に 形
成 し た ス タ イ レ ッ ト １ ４ が 挿 脱 自 在 に 配 置 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 操 作 部 １ ２ は 、 前 記 シ ー ス １ １ の 基 端 部 が 固 設 さ れ る 樹 脂 部 材 で 形 成 し た 操 作 部 本 体
１ ５ と 、 こ の 操 作 部 本 体 １ ５ に 対 し て 摺 動 自 在 に 設 け ら れ る 樹 脂 部 材 で 形 成 し た ス ラ イ ダ
１ ６ と 、 こ の ス ラ イ ダ １ ６ の 前 記 操 作 部 本 体 １ ５ に 対 す る 摺 動 距 離 を 測 定 結 果 に 応 じ て 所
望 の 値 に 設 定 可 能 に す る ス ト ッ パ １ ７ と で 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 ス ト ッ パ １ ７ は 、 前 記 操 作 部 本 体 １ ５ に 対 し て 摺 動 自 在 に 配 置 さ れ る 例 え ば 樹 脂 製 の
ス ト ッ パ 部 材 １ ７ ａ と 、 こ の ス ト ッ パ 部 材 １ ７ ａ に 螺 合 配 置 さ れ て 、 ス ト ッ パ 部 材 １ ７ ａ
を 所 望 の 位 置 に 固 定 す る 例 え ば 金 属 製 の 固 定 ネ ジ １ ７ ｂ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 操 作 部 本 体 １ ５ の 先 端 部 に は 前 記 シ ー ス １ １ の 基 端 部 が 固 設 さ れ た 樹 脂 製 の 接 続 部 １
８ が 接 着 固 定 さ れ て い る 。 こ の 接 続 部 １ ８ の 先 端 側 内 孔 側 に は 前 記 処 置 具 挿 入 口 ８ に 前 記
超 音 波 処 置 具 １ を 連 結 固 定 す る た め の 図 示 し な い ２ 条 ネ ジ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
な お 、 前 記 ス ラ イ ダ １ ６ の 基 端 部 に は 細 径 部 １ ６ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 細 径 部 １ ６ ａ
の 基 端 部 開 口 に は 樹 脂 製 の 吸 引 口 金 部 材 １ ９ が 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 吸 引 口 金 部
材 １ ９ に は 樹 脂 製 の ス タ イ レ ッ ト つ ま み １ ４ ａ が 着 脱 自 在 に 配 置 さ れ る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 実 施 形 態 の 穿 刺 針 １ ０ で は 、 前 記 針 管 １ ３ の 先 端 部 所 定 位 置 表 面 に 超 音 波 を 反 射 さ せ る
た め の 複 数 の 円 環 状 の 溝 で あ る 円 環 溝 ２ ０ 、 … 、 ２ ０ を 複 数 設 け る と と も に 、 薄 暗 い 手 術
室 内 で 発 光 す る 発 光 手 段 で あ る 蓄 光 性 夜 光 顔 料 を 使 用 し た 夜 光 塗 料 が 所 定 範 囲 に 塗 布 し て
あ る 。 ま た 、 前 記 シ ー ス １ １ 、 ス ト ッ パ 部 材 １ ７ ａ 及 び ス タ イ レ ッ ト つ ま み １ ４ ａ を 、 前
記 蓄 光 性 夜 光 顔 料 を 混 入 し た 樹 脂 部 材 で 形 成 し て い る 。 さ ら に 、 前 記 ス タ イ レ ッ ト １ ４ の
先 端 部 所 定 範 囲 に も 前 記 夜 光 塗 料 を 塗 布 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 超 音 波 内 視 鏡 ２ の 操 作 部 ４ に 設 け ら れ て い る 処 置 具 挿 入 口 ８
に 前 記 夜 光 塗 料 を 塗 布 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 述 の よ う に 構 成 し た 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 作 用 を 説 明 す る 。
ま ず 、 超 音 波 内 視 鏡 を 使 用 し て 検 査 等 を 行 う 際 、 超 音 波 内 視 鏡 ２ と と も に 滅 菌 袋 に 収 納 さ
れ た 超 音 波 処 置 具 １ を 準 備 す る 。 こ の 準 備 段 階 の と き 、 滅 菌 袋 内 の 超 音 波 処 置 具 １ が 手 術
室 内 の 照 明 光 に さ ら さ れ る こ と に よ っ て 、 塗 料 又 は 樹 脂 部 材 の 蓄 光 性 夜 光 顔 料 に 光 が 蓄 え
ら れ て い く 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の た め 、 超 音 波 内 視 鏡 下 で 検 査 等 を 開 始 す る 際 に 手 術 室 内 を 薄 暗 く す る と 、 超 音 波 内 視
鏡 ２ の 処 置 具 挿 入 口 ８ が 発 光 す る と と も に 、 滅 菌 袋 に 収 納 さ れ て い る 超 音 波 処 置 具 １ の 所
定 部 位 で あ る 図 ２ に 示 す シ ー ス １ １ 、 針 管 １ ３ 、 ス タ イ レ ッ ト １ ４ 、 ス タ イ レ ッ ト つ ま み
１ ４ ａ 、 ス ト ッ パ 部 材 １ ７ ａ が 発 光 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 超 音 波 内 視 鏡 ２ を 操 作 し て い る 術 者 か ら 超 音 波 処 置 具 １ を 使 用 す る 旨 が 伝 達 さ れ る
と 、 助 手 或 い は 看 護 士 は 発 光 し て い る 超 音 波 処 置 具 １ が 収 納 さ れ て い る 滅 菌 袋 を 開 封 し て
超 音 波 処 置 具 １ を 取 り 出 し て 、 発 光 状 態 の シ ー ス １ １ の 先 端 側 を 術 者 に 手 渡 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 い で 、 術 者 は 、 受 け 渡 さ れ た シ ー ス １ １ の 先 端 側 を 把 持 し て 、 発 光 状 態 の 処 置 具 挿 入 口
８ を 介 し て 前 記 シ ー ス １ １ を 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 し て い く 。 こ の こ と に よ っ て
、 こ の シ ー ス １ １ が 処 置 具 導 出 口 ９ ま で 導 か れ て い く 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ し て 、 前 記 処 置 具 導 出 口 ９ か ら 超 音 波 処 置 具 １ が 突 出 す る と 、 図 示 し な い 起 音 波 観 察 用
表 示 装 置 の 画 面 上 に 表 示 さ れ て い る 超 音 波 観 察 画 像 上 に 前 記 シ ー ス １ １ の 所 定 位 置 に 配 置
さ れ て い る 針 管 １ ３ の 先 端 部 に 設 け た 円 環 溝 ２ ０ 、 … 、 ２ ０ が 明 瞭 に 描 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ こ で 、 シ ー ス １ １ の 先 端 と 目 的 部 位 と の 位 置 関 係 を 設 定 し 、 そ の 後 、 シ ー ス １ １ の 先 端
と 目 的 部 位 と の 距 離 の 測 定 を 行 い 、 前 記 固 定 ネ ジ １ ７ ｂ を 緩 め 、 前 記 距 離 に 対 応 す る よ う
に 発 光 状 態 の ス ト ッ パ 部 材 １ ７ ａ を 目 盛 り １ ５ ａ を 確 認 し な が ら 操 作 部 本 体 １ ５ 上 を 摺 動
移 動 さ せ 、 所 定 位 置 ま で 移 動 し た と こ ろ で 固 定 ネ ジ １ ７ ｂ を 締 結 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 後 、 術 者 は 、 ス ラ イ ダ １ ６ を 把 持 し 、 こ の ス ラ イ ダ １ ６ を 前 記 ス ト ッ パ １ ７ に 向 け て
素 早 く 移 動 さ せ る 。 こ の こ と に よ っ て 、 ス タ イ レ ッ ト １ ４ 及 び 針 管 １ ３ の 先 端 が 目 的 部 位
に 確 実 に 穿 刺 さ れ る 。 こ の と き 、 超 音 波 内 視 鏡 ２ の 図 示 し な い 照 明 光 学 系 か ら 観 察 部 位 に
向 け て 出 射 さ れ て い る 照 明 光 に よ っ て 針 管 １ ３ の 先 端 部 が 照 明 さ れ る こ と に よ っ て 、 こ の
針 管 １ ３ の 先 端 部 に 塗 布 さ れ て い る 夜 光 塗 料 に 光 が 蓄 え ら れ て い く 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 記 針 管 １ ３ が 目 的 部 位 ま で 到 達 し た こ と を 前 記 超 音 波 観 察 画 像 上 で 確 認 し た な ら 、 術 者
は 発 光 状 態 の ス タ イ レ ッ ト つ ま み １ ４ ａ と と も に ス タ イ レ ッ ト １ ４ を 吸 引 口 金 部 材 １ ９ か
ら 引 き 抜 く 。 そ し て 、 看 護 士 等 に 発 光 状 態 の ス タ イ レ ッ ト つ ま み １ ４ ａ 及 び ス タ イ レ ッ ト
先 端 部 を 見 え る よ う に し て 手 渡 す 。 そ の 後 、 こ の 吸 引 口 金 部 材 １ ９ の 連 結 部 に 図 示 し な い
注 射 筒 等 を 接 続 し て 体 腔 内 組 織 の 吸 引 を 行 っ て 、 深 部 組 織 部 位 の 生 検 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ の 後 、 術 者 が 、 こ の 超 音 波 処 置 具 １ を 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル か ら 抜 去 し た な ら 、 術 者 は
超 音 波 処 置 具 １ の 操 作 部 １ ２ に 設 け ら れ て い る ス ト ッ パ 部 材 １ ７ ａ と 針 管 １ ３ の 先 端 部 を
看 護 士 等 に 見 え る よ う に し て 超 音 波 処 置 具 １ の 手 渡 し を 行 い 、 超 音 波 内 視 鏡 下 の 検 査 を 続
行 す る 。 な お 、 超 音 波 内 視 鏡 下 の 検 査 が 終 了 し た な ら 前 記 超 音 波 処 置 具 １ は 廃 棄 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う に 、 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 を 構 成 す る 、 シ ー ス 、 ス ト ッ パ 部 材 及 び ス タ イ レ ッ ト
つ ま み を 、 蓄 光 性 夜 光 顔 料 を 混 入 し た 樹 脂 部 材 で 形 成 す る と と も に 針 管 及 び ス タ イ レ ッ ト
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の 先 端 部 に 蓄 光 性 夜 光 顔 料 を 使 用 し た 夜 光 塗 料 を 塗 布 す る こ と に よ っ て 、 手 術 室 内 の 照 明
光 や 超 音 波 内 視 鏡 の 照 明 光 学 系 か ら の 照 明 光 が 蓄 光 性 夜 光 顔 料 に 蓄 え ら て 、 手 術 室 内 を 超
音 波 画 像 を 見 易 く す る た め に 薄 暗 く し た と き 、 蓄 光 性 夜 光 顔 料 が 発 光 状 態 に な っ て 超 音 波
内 視 鏡 用 処 置 具 の 受 渡 し を ス ム ー ズ 且 つ 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 超 音 波 内 視 鏡 の 操 作 部 に 設 け ら れ て い る 処 置 具 挿 入 口 に も 蓄 光 性 夜 光 顔 料 を 使 用 し
た 夜 光 塗 料 を 塗 布 す る こ と に よ っ て 、 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 を 容 易 に 処 置 具 挿 入 口 に 導 入
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ れ ら の こ と に よ っ て 、 薄 暗 い 手 術 室 内 で の 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 の 取 扱 い 性 が 大 幅 に 向
上 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ ら に 、 ス タ イ レ ッ ト や 針 管 の 鋭 利 な 先 端 の 視 認 を 行 う こ と が で き る こ と に よ っ て 、 こ れ
ら 先 端 が 手 や 指 に 刺 さ っ て 発 生 す る 医 療 災 害 が 未 然 に 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
な お 、 薄 暗 い 手 術 室 内 で 、 吸 引 口 金 部 材 や 目 盛 り の 視 認 を 行 え る よ う に 、 吸 引 口 金 部 材 を
蓄 光 性 夜 光 顔 料 を 混 入 し た 樹 脂 部 材 で 形 成 し た り 、 目 盛 り 或 い は そ の 周 囲 に 蓄 光 性 夜 光 顔
料 を 使 用 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 前 記 操 作 部 の 凹 部 に 穿 刺 針 の 仕 様 を 表 す 記 号 を 蓄
光 性 夜 光 顔 料 を 使 用 し て 記 入 す る よ う に し て も よ い 。 さ ら に 、 シ ー ス 、 ス ト ッ パ 部 材 、 ス
タ イ レ ッ ト つ ま み 及 び 吸 引 口 金 部 材 を 、 蓄 光 性 夜 光 顔 料 を 混 入 し た 樹 脂 部 材 で 形 成 す る 代
わ り に 、 シ ー ス 、 ス ト ッ パ 部 材 及 び ス タ イ レ ッ ト の 所 定 部 位 に 蓄 光 性 夜 光 顔 料 を 使 用 し た
夜 光 塗 料 を 塗 布 す る よ う に し て も よ い 。 こ の と き 、 少 な く と も シ ー ス の 先 端 部 に 夜 光 塗 料
を 塗 布 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
尚 、 本 発 明 は 、 以 上 述 べ た 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し
な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
［ 付 記 ］
以 上 詳 述 し た よ う な 本 発 明 の 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 如 き 構 成 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ １ ） 超 音 波 内 視 鏡 に 設 け ら れ て い る 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ れ て 体 腔 内 に 導 入 さ
れ る 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、
前 記 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 の 所 定 部 位 に 発 光 手 段 を 設 け た 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ２ ） 前 記 発 光 手 段 は 蓄 光 性 夜 光 顔 料 で あ る 付 記 １ に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ ３ ） 前 記 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 が 、 前 記 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ れ る シ ー ス と 、
こ の シ ー ス の 基 端 部 に 位 置 す る 把 持 部 を 兼 ね る 操 作 部 と 、 前 記 シ ー ス 内 を 挿 通 し て 体 腔 内
組 織 に 穿 刺 さ れ る 針 管 と を 具 備 す る 超 音 波 穿 刺 針 で あ る と き 、
前 記 シ ー ス 及 び 前 記 操 作 部 の 一 部 を 、 前 記 蓄 光 性 夜 光 顔 料 を 混 入 し た 樹 脂 材 料 で 形 成 し た
付 記 ２ に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ ４ ） 前 記 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 が 、 前 記 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ れ る シ ー ス と 、
こ の シ ー ス の 基 端 部 に 位 置 す る 把 持 部 を 兼 ね る 操 作 部 と 、 前 記 シ ー ス 内 を 挿 通 し て 体 腔 内
組 織 に 穿 刺 さ れ る 針 管 と を 具 備 す る 超 音 波 穿 刺 針 で あ る と き 、
前 記 シ ー ス 及 び 前 記 針 管 の 所 定 部 位 に 前 記 蓄 光 性 夜 光 顔 料 を 使 用 し た 夜 光 塗 料 を 塗 布 し た
付 記 ２ に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ ５ ） 前 記 蓄 光 性 夜 光 顔 料 を 使 用 し た 夜 光 塗 料 を 、 前 記 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン
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ネ ル の 導 入 口 部 に 塗 布 し た 付 記 ２ に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 薄 暗 い 手 術 室 内 で の 取 扱 い に 優 れ た 超 音 波 内 視 鏡 用
処 置 具 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 超 音 波 内 視 鏡 及 び 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具 を 説 明 す る 図
【 図 ２ 】 穿 刺 針 を 説 明 す る 図
【 符 号 の 説 明 】
１ … 超 音 波 内 視 鏡 用 処 置 具
１ ０ … 操 作 部
１ １ … シ ー ス
１ ３ … 針 管
１ ４ … ス タ イ レ ッ ト
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